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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第40期
第２四半期
累計期間

第40期
第２四半期
会計期間

第39期

会計期間

自　平成21年
　　３月１日
至　平成21年
　　８月31日

自　平成21年
　　６月１日
至　平成21年
　　８月31日

自　平成20年
　　３月１日
至　平成21年
　　２月28日

売上高 (千円) 13,231,2236,514,17028,161,797

経常利益又は経常損失
(△)

(千円) △527,837△330,302 325,832

当期純利益又は　　　四半
期純損失(△)

(千円) △775,052△534,782 71,834

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) － － －

資本金 (千円) － 750,7008,981,794

発行済株式総数 (株) － 44,197,36343,047,363

純資産額 (千円) － 290,081 568,735

総資産額 (千円) － 13,414,90714,598,799

１株当たり純資産額 (円) － 6.58 13.25

１株当たり当期純利益
金額又は1株当たり　　四
半期純損失金額(△)

(円) △18.05 △12.45 1.67

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) － － －

１株当たり配当額 (円) － － －

自己資本比率 (％) － 2.2 3.9

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △440,313 － 1,246,688

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △400,841 － △862,146

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △234,595 － 335,025

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) － 800,0201,875,771

従業員数 (名) － 562 516

（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につ

 いては記載しておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載をしておりません。

４　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、第39期は潜在株式が存在しないため、第

  40期第２四半期累計(会計)期間は、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載   

しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期会計期間において、当社が営む事業の内容について重要な変更はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

提出会社の状況

　 平成21年８月31日現在

従業員数(名) 562(2,718)

　　　(注) 従業員数は就業人員(社外から当社への出向者含む。)であり、臨時雇用者数は当第2四半期会計期間の平均雇用

人員(１日８時間換算による月平均人数)を( )内に外数で記載しております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

　当社は、最終ユーザーである消費者に直接販売する飲食業を行っておりますので、生産及び受注

　の状況は記載しておりません。

　

(1) 仕入実績

品目別

当第２四半期会計期間
(自　平成21年６月１日
至　平成21年８月31日)

金額(千円) 構成比(％)

原材料 肉類 657,740 35.2

　 加工食品 298,442 15.9

　 青果・野菜 349,289 18.7

　 酒・飲料 239,975 12.8

　 穀類 122,487 6.5

　 その他 190,386 10.2

計 1,858,321 99.3

商品 　 13,904 0.7

合計 1,872,225 100.0

(注)　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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(2) 販売実績

 
　　　①　部門別販売実績

部門別

当第２四半期会計期間
(自　平成21年６月１日
至　平成21年８月31日)

金額(千円) 構成比(％)

ステーキのどん 2,765,559 42.5

フォルクス 1,865,087 28.6

しゃぶしゃぶどん亭 1,805,321 27.7

その他 78,200 1.2

合計 6,514,170 100.0

(注)　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

　　②　地域別販売実績

地域別

当第２四半期会計期間
(自　平成21年６月１日
至　平成21年８月31日)

金額(千円) 構成比(％)

関東地区 4,812,034 74.0

中部地区 119,617 1.8

近畿地区 1,205,675 18.5

中国地区 48,418 0.7

九州地区 328,423 5.0

合計 6,514,170 100.0

(注)　１　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

　　 　 ２　相手先別の販売実績については、総販売実績に対する当該販売実績の割合が10％を超える相手先はありま

　　　　　せん。 　

EDINET提出書類

株式会社どん(E03123)

四半期報告書

 5/32



　

２ 【事業等のリスク】

　当第２四半期会計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関す   る事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある以下の事項が発生しました。

　　なお、文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において判断したものでありま   す。

　　 (1)　食中毒事故の発生について

　　　　　当社のステーキのどん業態13店舗において0-157による食中毒事故が発生し、該当店舗

　　　　は、平成21年9月に数日間の営業停止の行政処分を受けました。この食中毒事故により、

　　　　「ステーキのどん業態」のブランドイメージが毀損し、業績に大きな影響を及ぼす可能性

　　　　があります。

　　　　　当社としては、安全対策として焼成方法の変更を行うと同時に該当する商品及び関連す

　　　　る食材を使用したメニューにつきましては全店舗で販売を中止しております。また、工場

　　　　におきましては、入荷商品につき更なる殺菌方法の検討、店舗につきましては、安全衛生

　　　　再点検を全店で実施しており、再発防止にむけて更なる食の安全に向けた管理体制の確立

　　　　と社員教育を進め、全社を挙げてお客様のからの信頼回復に向けて努力し、業績の改善に

　　　　向けて行動してまいります。

　　　 (2)　継続企業の前提に関する重要事象等

　　　　　　当社は、当第２四半期会計期間において、営業損失２億73百万円、経常損失３億30百万

　　　　　円及び四半期純損失５億34百万円という大幅な損失を計上し、また、営業キャッシュ・フ

　　　　　ローも６億42百万円と大幅なマイナスとなっております。また、平成21年８月に食中毒事

　　　　　故が発生し、９月に関係保健所より営業停止の行政処分を命じられたこと等の影響により

　　　　　通期の業績においても重要な営業損失、経常損失及びマイナスの営業キャッシュフローの

　　　　　計上が見込まれております。

　　　　　　これにより継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在してい

　　　　　ます。 　　　

　

３ 【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

   文中の将来に関する事項は、当第２四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであり

　 ます。

(1)経営成績の分析

  当第２四半期会計期間におけるわが国経済は、サブプライムローン問題に端を発した世界的な金融不安

と米国経済の後退により、企業収益の大幅な悪化、設備投資の大幅な減少と引き続き景気は厳しい状況で推

移致しました。当第２四半期会計期間末にかけては、輸出や生産は持ち直しの動きも見られ、企業収益、設備

投資の減少傾向も緩やかな動きを見せはじめており、底打ちの兆しが見られるようになってきております。

  しかしながら雇用情勢においては、失業率が過去最高水準となるなど、一段と厳しさを増し、依然、先行き

は不透明な状況が続いております。 

　外食産業におきましても、個人消費の落込みや節約志向による外食離れの影響、全国的な天候不順に加え、

製造業を中心とした夏季賞与支給額の過去最大の落込みなどの影響を大きく受け、外食業界全体で厳しい
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状況が続いております。また、休日に遠方へ外出する方が増え、首都圏をはじめとする都市部近郊の外食離

れがさらに進んでおります。特に首都圏近郊のロードサイドにドミナント出店している当社も例外ではな

く、その影響を大きく受けているものと捉えております。 

　このような状況を打破すべく、当社では、品質の高い料理やきめ細やかなサービスを改めて徹底し、メ

ニューの大幅な改定や「DON SMILE CARD」の導入等様々な販促活動を講じ、ご来店されたお客様にご満足

いただけるよう、日々努めて参りました。 

　しかしながら、景気悪化等の影響が想定以上のものとなり、ステーキのどん業態・しゃぶしゃぶどん亭業

態・フォルクス業態いずれも業績の悪化が顕著に見受けられるようになりました。以上の結果、当第２四半

期会計期間においては、売上高は計画を大幅に下回る結果となり、65億14百万円となりました。 

  また、利益面におきましても、売上の低迷が大きく影響し、営業損失２億73百万円、経常損失３億30百万円

となりました。また特別利益として川崎店建物明渡請求訴訟及び費用償還請求訴訟の和解に伴う受取和解

金等１億19百万円、特別損失として減損損失等２億57百万円を計上するなどし、四半期純損失５億34百万円

となりました。 

　店舗数においては、当第２四半期会計期間にしゃぶしゃぶどん亭を２店舗、フォルクスを１店舗出店、契約

満了にもとづきフォルクス１店舗を閉鎖し、当第２四半期会計期間末時点で195店舗となりました。 

　なお、埼玉・群馬・長野県内及び東京都下の当社店舗において、平成21年８月にO-157 による食中毒事故

が発生いたしました。詳細については、「第２ 事業の状況　２ 事業等のリスク」で述べさせていただいて

おります。 

  日頃より食の安全に向けた管理体制の確立と社員教育を推進してまいりましたが、この度の一連の事故

を厳粛に受け止め、深く反省するとともに、再発防止に向けて万全を期してまいります。 

　お客様をはじめ、関係者の皆様、何よりも食中毒を発症されたお客様には大変ご迷惑をお掛けいたしまし

たことを深くお詫びもうしあげます。 

 

(2)　財政状態の分析

当第２四半期会計期間末における総資産は、前事業年度末に比べ11億83百万円減少し134億14百万円とな

りました。これは主に流動資産では、前事業年度末日が金融機関の休日であったこと等による現金及び預金

の減少11億53百万円、固定資産では、新店の開店による増加と減損損失の計上による減少の結果による有形

固定資産の増加71百万円によるものです。

　当第２四半期会計期間末における負債は、前事業年度末に比べ９億５百万円減少し131億24百万円

となりました。これは主に流動負債では、前事業年度末日が金融機関の休日であったことによる仕入債務の

減少４億15百万円、「DON SMILE CARD」の導入による前受金の増加２億68百万円、固定負債では、長期借入

金の返済等による減少８億43百万円、改正リース会計基準の早期適用に伴うリース債務の計上による「そ

の他」の増加１億16百万円によるものです。

  当第２四半期会計期間末における純資産は、前事業年度末に比べ２億78百万円減少し２億90百万円とな

りました。これは主に第三者割当増資による資本金及び資本準備金の増加５億１百万円と利益剰余金の減

少７億75百万円によるものです。

　

(3)　キャッシュフローの状況

  当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、第１四半期会計期間

末に比べ10億41百万円減少し8億円となりました。 

　当第２四半期会計期間におけるキャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）
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　当第２四半期会計期間において営業活動の結果使用した資金は６億42百万円となりました。

　これは主に税引前四半期純損失４億68百万円の計上と、減損損失２億45百万円、前受金の増加額２億67百

万円、仕入債務の減少額６億８百万円によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期会計期間において投資活動の結果使用した資金は４億63百万円となりました。

これは主に差入保証金の返還による収入が89百万円ありましたが、有形固定資産の取得による支出４億23

百万円、差入保証金の差入による支出91百万円によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期会計期間において財務活動の結果得られた資金は64百万円となりました。

　これは主に長期借入金の返済による支出７億28百万円ありましたが、長期借入れによる収入３億円、株式

の発行による収入４億98百万円によるものであります。 

　

(4)　事業上及び財務上の対処すべき課題

   当第２四半期会計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更はあり

　 ません。

　

(5)　研究開発活動

　 該当事項はありません。

　

(6)　事業等のリスクに記載した重要事象等についての分析・検討内容及び当該重要事象等を解消

　　 し、又は改善する為の対応策

       当社は、「２　事業等のリスク　(2)継続企業の前提に関する重要事象等」に記載のとおり、

　　　継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在しておりますが、当該状

　　　況を解消すべく、以下のとおり対応しております。

　　　① お客様満足度の追求 

　　　当社にて発生致しましたＯ－１５７による食中毒事故により失ったお客様への信頼を回復する

　　ことが、まず最優先課題として考えております。そのために店舗・工場における衛生管理を徹底

　　し、また第三者機関における指導のもと安全性の確保に取り組みます。

　　　その上でステーキのどん業態においては、お客様の来店動機を高めるべく、改めてメニューの

　　改定と販促を組合せ、来客数を増やすべく努めてまいります。 

　　　どん亭業態においては、９月に改定したメニューを前面に押し出し、さらに９月より新設した

　　サービストレーナーを軸にサービスの強化を図り、お客様の支持を構築してまいります。特にデ

　　ィナータイムの来客数増を図るため、店舗マネジメントを強化しお客様の満足度向上に力を入れ

　　てまいります。 

　　　フォルクス業態においては、フォルクスの強みであるサラダバー、ブレッドバーを中心にアピ

　　ールを行ってまいります。特にブレッドバーではお客様への温かいパンの提供に力を入れ、お客

　　様の満足度を高め来客数増を図ってまいります。 

　　　② 原価の低減への取組 

　　　 関西地区に京都工場が完成したことに伴い、従来の関東工場とあわせて自社工場をフルに活

　　 用し、製品の内製化の促進、メーカーからの直接納品による物流コストの削減、アイテム・取

     引先の集約による単価の低減等の施策を実施し原価の低減に取組んでおります。 

      ③ 管理コストの削減 
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　　　 役員報酬の減額、管理職以上の人件費の削減、事務所の移転等の固定費の削減を実施し、さら

　 　に９月より業態改革本部を設置し、コスト管理センター・標準化改革センター・業務サポートセ

     ンターにおいて、管理部門のコスト削減、地代家賃の削減及び店舗メンテナンスの自社施行に取

     り組み管理コストの削減に取り組んでおります。 

      ④ 資金の調達 

　　　 当社は、安定的経営のベースとなる財務基盤を確保することを目的に、当第２四半期会計期間

     において、親会社である株式会社吉野家ホールディングスに対する払込金総額５億１百万円の第

　　 三者割当増資を行いました。また、同社から当社運転資金に充当するため９月末５億円、10月上

　　 旬３億円の融資を受けております。しかしながら、今後については、さらに新たな資金調達が必

　　 要であり、現在、金融機関にも協力をお願いしております。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画の完了

　①重要な設備の新設等

　　　　第１四半期会計期間に計画中であった重要な設備計画の完了は、次のとおりです。

　
　

事業所名(所在地) 設備の内容
投資金額
（千円）

完成年月
完成後の
増加能力
客席数(席)

　

　

　 しゃぶしゃぶどん亭川越インター店（埼玉県川越市）
建物・
店舗設備

35,904平成21年6月 158

　 しゃぶしゃぶどん亭蕨店（埼玉県蕨市）
建物・
店舗設備

59,559平成21年6月 158

　

　　②重要な設備の除却等

　　　　前四半期会計期間末に計画中であった重要な設備の除却等の完了は、次のとおりです。

　
　

事業所名(所在地) 設備の内容
帳簿価額
（千円）

完了年月
除却等による
減少能力
客席数(席)

　

　

　 フォルクス新葛西店（東京都江東区）
建物・
店舗設備

－ 平成21年6月 98

　 フォルクス戸越店（東京都品川区）
建物・
店舗設備

－ 平成21年7月 100

  （注）帳簿価額は、前事業年度末に減損損失として計上しているためありません。

　

(3) 重要な設備の新設、除却等の計画の変更

当第２四半期会計期間において、前四半期会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、除却等につ

いて、重要な変更はありません。

　

(4) 重要な設備の新設、除却等の計画

当第２四半期会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 50,000,000

計 50,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年８月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年10月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 44,197,36344,197,363
大阪証券取引所 
 (市場第二部)

完全議決権株式であり、権利内
容に何ら限定のない当社に
おける標準となる株式
単元株式数1,000株

計 44,197,36344,197,363― ―

　

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　 該当事項はありません。
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(3) 【ライツプランの内容】

　　　 該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成21年７月３日　
(注)１

－ 43,047,363△8,481,794500,000△2,131,821126,076

平成21年８月28日　
(注)２

1,150,00044,197,363250,700750,700250,700376,776

(注)１平成21年５月27日開催の定時株主総会における資本金及び資本準備金減少決議に基づくその他資本剰余金へ　　

の振替であります。　

    ２有償第三者割当　　発行価格　　436円

　　　　　　　　　資本組入額　218円

　　　　　　　　　割当先　　　株式会社吉野家ホールディングス

 

(5) 【大株主の状況】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成21年８月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

  株式会社吉野家ホールディングス  東京都新宿区新宿四丁目３番17号 23,150 52.38

  籾山　裕  東京都港区 6,483 14.67

  籾山　美紗子  群馬県前橋市 836 1.89

  籾山　昌也  東京都港区 821 1.86

  株式会社セディナ (注)2  名古屋市中区丸の内3丁目23-20 402 0.94

  株式会社東和銀行  群馬県前橋市本町２－12－６ 323 0.73

  アエルコーポレーション株式会社  東京都中央区銀座２－７－17 323 0.73

  アエルＭ＆Ａ第1号投資事業有限責任組
  合

 東京都中央区銀座２－７－17 222 0.50

  どん従業員持株会  埼玉県鶴ヶ島市柳戸町７－１ 218 0.49

  三国コカコーラボトリング株式会社  埼玉県桶川市加納180 161 0.36

計 ― 32,940 74.52

　(注)１ 上記のほか、当社所有の自己株式128千株(発行済株式総数に対する所有株式数の割合0.29％)があります。

２ 株式会社オーエムシーカードは、株式会社セントラルファイナンス、株式会社クオークと合併し商号を

株式会社セディナへ変更しております。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成21年８月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― 　　　　　　　―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― 　　　　　　　―

議決権制限株式(その他) ― ― 　　　　　　　―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式) 　 
普通株式　128,000

―
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

完全議決権株式(その他) 普通株式43,835,000 43,835　　　　　　　同上

単元未満株式 普通株式234,363 ― 一単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 44,197,363― ―

総株主の議決権 ― 43,835 ―

(注)　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式568株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成21年８月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社どん

埼玉県鶴ヶ島市　　　　柳戸
町７番地1

128,000－ 128,000 0.29

計 ― 128,000－ 128,000 0.29

　

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成21年
　３月

　
　４月

　
　５月

　
　６月

　
　７月

　
　８月

最高(円) 371 390 402 435 451 479

最低(円) 355 365 381 403 425 418

(注)　最高・最低株価は大阪証券取引所市場第二部におけるものです。
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３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりでありま

す。

 役職の異動

　

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

代表取締役社長　　　　　　兼　業
務改革本部長

代表取締役社長 南　慎一郎 平成21年９月１日

専務取締役　　　　　　　　　兼　営業
本部長

専務取締役 中西　譲 平成21年９月１日

　（注）　上記の他、執行役員についても平成21年9月1日付けで下記のように異動がありました。

　　　　新役名及び職名　　　　　　　　　　　　　　　　　旧役名及び職名　　　　　　　氏名

 執行役員業務改革本部　コスト管理ＩＲセンター長　　　　執行役員 社長室長　　　　　　越智　 洋

 執行役員業務改革本部　標準化改革センター長　　　　　　執行役員 経営管理本部長　　　山田　 正紀

 執行役員　　　　　　　経営管理本部長　　　　　　　　　執行役員 営業本部長　　　　　松林　太一郎
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第５ 【経理の状況】

１　四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。)に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期会計期間(平成21年６月１日か

ら平成21年８月31日まで)及び当第２四半期累計期間(平成21年３月１日から平成21年８月31日まで)に係

る四半期財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

　

　

３　四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

当第２四半期会計期間末
(平成21年８月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 834,868 1,988,612

売掛金 147,696 149,451

商品 12,043 12,669

仕掛品 113,295 84,277

原材料 230,177 262,661

貯蔵品 25,038 16,865

その他 437,933 517,965

流動資産合計 1,801,053 3,032,503

固定資産

有形固定資産

建物（純額） ※
 4,161,499

※
 4,160,815

土地 1,331,631 1,333,329

その他（純額） ※
 1,128,712

※
 1,056,572

有形固定資産合計 6,621,843 6,550,716

無形固定資産 408,899 368,157

投資その他の資産

差入保証金 4,187,573 4,221,995

その他 400,317 491,162

貸倒引当金 △4,780 △65,736

投資その他の資産合計 4,583,111 4,647,421

固定資産合計 11,613,853 11,566,295

資産合計 13,414,907 14,598,799

負債の部

流動負債

買掛金 681,286 1,096,733

短期借入金 802,329 769,998

1年内返済予定の長期借入金 2,508,370 2,410,427

1年内償還予定の社債 24,000 16,000

未払金 1,098,294 1,156,732

未払法人税等 85,775 132,431

ポイント引当金 11,570 －

賞与引当金 164,628 160,528

その他 435,313 297,630

流動負債合計 5,811,569 6,040,481

固定負債

社債 300,000 316,000

長期借入金 6,269,732 7,112,934

退職給付引当金 404,353 385,371
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(単位：千円)

当第２四半期会計期間末
(平成21年８月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年２月28日)

役員退職慰労引当金 － 53,476

その他 339,171 121,800

固定負債合計 7,313,256 7,989,582

負債合計 13,124,825 14,030,064

純資産の部

株主資本

資本金 750,700 8,981,794

資本剰余金 376,776 2,257,897

利益剰余金 △775,052 △10,613,615

自己株式 △56,252 △52,923

株主資本合計 296,170 573,152

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △6,089 △4,417

評価・換算差額等合計 △6,089 △4,417

純資産合計 290,081 568,735

負債純資産合計 13,414,907 14,598,799
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(2)【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

(単位：千円)

当第２四半期累計期間
(自 平成21年３月１日
　至 平成21年８月31日)

売上高 13,231,223

売上原価 4,531,321

売上総利益 8,699,902

販売費及び一般管理費 ※
 9,110,461

営業損失（△） △410,559

営業外収益

受取利息 12,200

受取賃貸料 31,831

その他 3,783

営業外収益合計 47,815

営業外費用

支払利息 121,518

賃貸収入原価 31,627

その他 11,948

営業外費用合計 165,094

経常損失（△） △527,837

特別利益

前期損益修正益 941

受取和解金 81,010

貸倒引当金戻入額 22,992

特別利益合計 104,943

特別損失

固定資産除却損 3,515

会員権評価損 3,000

減損損失 245,164

その他 9,531

特別損失合計 261,212

税引前四半期純損失（△） △684,106

法人税、住民税及び事業税 47,532

法人税等調整額 43,414

法人税等合計 90,946

四半期純損失（△） △775,052
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【第２四半期会計期間】
(単位：千円)

当第２四半期会計期間
(自 平成21年６月１日
　至 平成21年８月31日)

売上高 6,514,170

売上原価 2,253,700

売上総利益 4,260,470

販売費及び一般管理費 ※
 4,533,569

営業損失（△） △273,099

営業外収益

受取利息 6,368

受取賃貸料 15,721

その他 2,866

営業外収益合計 24,956

営業外費用

支払利息 61,822

賃貸収入原価 15,813

その他 4,524

営業外費用合計 82,160

経常損失（△） △330,302

特別利益

前期損益修正益 577

受取和解金 81,010

貸倒引当金戻入額 28,068

投資有価証券評価損戻入益 9,577

特別利益合計 119,232

特別損失

固定資産除却損 3,017

減損損失 245,164

その他 9,071

特別損失合計 257,253

税引前四半期純損失（△） △468,324

法人税、住民税及び事業税 23,612

法人税等調整額 42,846

法人税等合計 66,458

四半期純損失（△） △534,782
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

当第２四半期累計期間
(自 平成21年３月１日
　至 平成21年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純損失（△） △684,106

減価償却費 383,444

減損損失 245,164

固定資産除却損 3,515

会員権評価損 3,000

前期損益修正損益（△は益） △941

受取和解金 △81,010

貸倒引当金の増減額（△は減少） △60,956

賞与引当金の増減額（△は減少） 4,100

退職給付引当金の増減額（△は減少） 18,981

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △53,476

ポイント引当金の増減額（△は減少） 11,570

受取利息及び受取配当金 △12,280

支払利息 121,518

売上債権の増減額（△は増加） 1,754

たな卸資産の増減額（△は増加） △4,080

仕入債務の増減額（△は減少） △415,446

前受金の増減額（△は減少） 267,368

未払消費税等の増減額（△は減少） △79,791

未払金の増減額（△は減少） △115,308

未払費用の増減額（△は減少） 2,692

その他 137,472

小計 △306,813

利息及び配当金の受取額 2,121

利息の支払額 △125,700

和解金の受取額 81,010

法人税等の支払額 △90,930

営業活動によるキャッシュ・フロー △440,313

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △34,422

定期預金の払戻による収入 110,416

有形固定資産の取得による支出 △502,151

有形固定資産の売却による収入 6,366

無形固定資産の取得による支出 △9,475

差入保証金の差入による支出 △153,290

差入保証金の回収による収入 182,080

その他 △363

投資活動によるキャッシュ・フロー △400,841
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(単位：千円)

当第２四半期累計期間
(自 平成21年３月１日
　至 平成21年８月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 32,331

長期借入れによる収入 600,000

長期借入金の返済による支出 △1,345,259

社債の償還による支出 △8,000

リース債務の返済による支出 △7,073

割賦債務の返済による支出 △2,229

株式の発行による収入 498,964

自己株式の取得による支出 △3,329

財務活動によるキャッシュ・フロー △234,595

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,075,750

現金及び現金同等物の期首残高 1,875,771

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 800,020
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【継続企業の前提に関する事項】

当第２四半期会計期間(自　平成21年６月１日　至　平成21年８月31日)

 当社は、当第２四半期会計期間において、営業損失２億73百万円、経常損失３億30百万円及び四半期純損失５

億34百万円という大幅な損失を計上し、また、営業キャッシュ・フローも６億42百万円と大幅なマイナスと

なっております。また、平成21年８月に食中毒事故が発生し、９月に関係保健所より営業停止の行政処分を命

じられたこと等の影響により通期の業績においても重要な営業損失、経常損失及びマイナスの営業キャッ

シュフローの計上が見込まれております。

　これにより継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在しています。 

  当社は、当該状況を解消すべく、以下のとおり対応しております。 

  ① お客様満足度の追求 

　当社にて発生致しましたＯ－１５７による食中毒事故により失ったお客様への信頼を回復することが、まず

最優先課題として考えております。そのために店舗・工場における衛生管理を徹底し、また第三者機関におけ

る指導のもと安全性の確保に取り組みます。 

その上でステーキのどん業態においては、お客様の来店動機を高めるべく、改めてメニューの改定と販促を組

合せ、来客数を増やすべく努めてまいります。 

どん亭業態においては、９月に改定したメニューを前面に押し出し、さらに９月より新設したサービストレー

ナーを軸にサービスの強化を図り、お客様の支持を構築してまいります。特にディナータイムの来客数増を図

るため、店舗マネジメントを強化しお客様の満足度向上に力を入れてまいります。 

フォルクス業態においては、フォルクスの強みであるサラダバー、ブレッドバーを中心にアピールを行ってま

いります。特にブレッドバーではお客様への温かいパンの提供に力を入れ、お客様の満足度を高め来客数増を

図ってまいります。 

  ② 原価の低減への取組 

　関西地区に京都工場が完成したことに伴い、従来の関東工場とあわせて自社工場をフルに活用し、製品の内

製化の促進、メーカーからの直接納品による物流コストの削減、アイテム・取引先の集約による単価の低減等

の施策を実施し原価の低減に取組んでおります。 

  ③ 管理コストの削減 

　役員報酬の減額、管理職以上の人件費の削減、事務所の移転等の固定費の削減を実施し、さらに９月より業態

改革本部を設置し、コスト管理センター・標準化改革センター・業務サポートセンターにおいて、管理部門の

コスト削減、地代家賃の削減及び店舗メンテナンスの自社施行に取り組み管理コストの削減に取り組んでお

ります。 

  ④ 資金の調達 

　当社は、安定的経営のベースとなる財務基盤を確保することを目的に、当第２四半期会計期間において、親会

社である株式会社吉野家ホールディングスに対する払込金総額５億１百万円の第三者割当増資を行いまし

た。また、同社から当社運転資金に充当するため９月末５億円、10月上旬３億円の融資を受けております。しか

しながら、今後については、さらに新たな資金調達が必要であり、現在、金融機関にも協力をお願いしておりま

す。

 

　現時点では、以上のような施策については実施途上であるため、継続企業の前提に関する重要な不確実性が

認められます。 

　なお、四半期財務諸表は継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な不確実性の影

響を四半期財務諸表に反映しておりません。 
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
　                   　　　　　       　当第2四半期累計期間

    　　　　 ( 自　平成21年３月１日  至　平成21年８月31日)

１. 会計処理基準に関する
　　事項の変更

(１)棚卸資産の評価基準及び評価方法の変更

　 　通常の販売目的で保有する棚卸資産については、従来、主として総平均法による原価法
によっておりましたが、第１四半期会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」
（企業会計基準第９号平成18年７月５日）が適用されたことに伴い、主として総平均法
による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）
により算定しております。
　これによる損益に与える影響はありません。

　 (２)リース取引に関する会計基準の適用

　 　所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に準
じた会計処理によっておりましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準
第13号（平成５年６月17日（企業会計審議会第一部会）、平成19年３月30日改正））及
び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第16号（平成
６年１月18日（日本公認会計士協会会計制度委員会）、平成19年３月30日改正））が平
成20年４月１日以後開始する事業年度に係る四半期財務諸表から適用することができ
ることになったことに伴い、第1四半期会計期間からこれらの会計基準等を適用し、通常
の売買取引に係る方法に準じた会計処理によっております。また、所有権移転外ファイ
ナンス・リース取引に係るリース資産の減価償却の方法については、リース期間を耐用
年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。なお、リース取引開始日が適
用初年度前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に
係る方法に準じた会計処理を引き続き採用しております。
　これによる損益に与える影響は軽微であります。
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【簡便な会計処理】

　 　
　   当第２四半期累計期間

 ( 自　平成21年３月１日  至平成21年８月31日)

１.一般債権の貸倒見積高の算　　
　　　　　　定方法

当第２四半期会計期間末の貸倒実績率等が前事業年度末に算定したものと著しい
変化がないと認められるため、前事業年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積
高を算定しております。

　 　
２.固定資産の減価償却費の算定
方法

定率法を採用している資産については、事業年度に係る減価償却費の額を期間按
分して算定する方法によっております。

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　　　当第２四半期累計期間(自　平成21年３月１日　至　平成21年８月31日)

         該当事項はありません。

　 　　　　
【追加情報】 　　　　

当第２四半期累計期間 　　　　
(自 平成21年３月１日 至 平成21年８月31日) 　　　　

　 　　　　
(有形固定資産の耐用年数の変更) 　　　　
  当社の機械装置については、従来、耐用年数を９年としておりましたが、第１四半期会計期間より１０年に変

更しております。この変更は、法人税法の改正を契機として資産の利用状況等を見直したものであります。

  これによる損益に与える影響は軽微であります。 　　　　
　 　　　　
(役員退職慰労引当金) 　　　　
  当社は、平成21年５月27日開催の定時株主総会終結の時をもって役員退職慰労金制度を廃止し、制度廃止日まで

の在任期間に対応する退職慰労金を打切り支給すること、並びに役員退職慰労金の打ち切り支給の時期について

は、各取締役及び監査役の退任時とすることが承認可決されました。

これに伴い、役員退職慰労金の残高は全額取崩し、打切り支給額の未払い分56,076千円については、固定負債の「そ

の他」に含めて表示しております。 　　　　
 
(ポイント引当金)

  当社では、平成21年６月より販売促進を目的とする「DON SMILE CARD」を導入したことに伴い、お客様に付与さ

れたポイントの利用に備えるため、 当第２四半期会計期間より将来利用見込額をポイント引当金として計上して

おります。

  これにより、当第２四半期累計期間の営業損失、経常損失及び税引前四半期純損失はそれぞれ11,570千円増加し

ております。
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【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

　
当第２四半期会計期間末
(平成21年８月31日)

前事業年度末
(平成21年２月28日)

※有形固定資産の減価償却累計額は、9,992,885千円で

あります。

※有形固定資産の減価償却累計額は、9,802,120千円で

あります。

　

(四半期損益計算書関係)

　

当第２四半期累計期間
(自　平成21年３月１日至平成21年８月31日)

※販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

　　給与及び賞与　　　　　　3,701,640千円

　　賞与引当金繰入額　　　　　160,423千円

　　退職給付費用　　　　　　　 67,082千円

　　消耗品費　　　　　　　　　257,988千円

　　水道光熱費　　　　　　　　607,338千円

　　ポイント引当金繰入額　　　 11,570千円

　　地代家賃　　　　　　　　1,760,871千円

　　減価償却費　　　　　　　　320,331千円　　

　

　

当第２四半期会計期間
(自　平成21年６月１日至平成21年８月31日)

※販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

　　給与及び賞与　　　　　　1,855,604千円

　　賞与引当金繰入額　　　　　103,347千円

　　退職給付費用　　　　　　　 33,639千円

　　消耗品費　　　　　　　　　110,653千円

　　水道光熱費　　　　　　　　313,175千円

　　ポイント引当金繰入額　　　 11,570千円

　　地代家賃　　　　　　　　　876,836千円

　　減価償却費　　　　　　　　170,157千円　　

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

　

当第２四半期累計期間
(自　平成21年３月１日至　平成21年８月31日)

 

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

(平成21年8月31日現在)

現金及び預金勘定 834,868千円

預入期間が３か月超の定期預金 △34,847千円

現金及び現金同等物 800,020千円
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(株主資本等関係)

当第２四半期会計期間末(平成21年８月31日)及び当第２四半期累計期間(自平成21年３月１日 至平成21年

８月31日)

１　発行済株式の種類及び総数

        普通株式           44,197,363株

　

２　自己株式の種類及び株式数

        普通株式              128,568株

　

３　新株予約権等に関する事項

        該当事項はありません。

　

４　配当に関する事項

        該当事項はありません。

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

  平成21年５月27日開催の第39回定時株主総会決議に基づき、平成21年７月３日付で資本金から

8,481,794千円、資本準備金から2,131,821千円をその他資本剰余金に振り替え、さらにその他資本剰

余金10,613,615千円を繰越利益剰余金へ振り替え欠損を填補いたしました。振り替え後の資本金は、

500,000千円 資本剰余金126,076千円となりました。

  また、当社は平成21年８月28日付で、(株)吉野家ホールディングスから第三者割当増資の払込を受

けました。この結果、資本金及び資本準備金がそれぞれ 250,700千円増加し、当第２四半期会計期間末

において資本金が750,700千円資本剰余金が376,776千円となっております。　
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(有価証券関係)

当第２四半期会計期間末(平成21年８月31日)

その他有価証券で時価のあるものが、会社の事業の運営において重要なものではないため、記載を

省略しております。 

　

(デリバティブ取引関係)

当第２四半期会計期間末(平成21年８月31日) 

デリバティブ取引の当第２四半期会計期間末の契約額等は、前事業年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

(ストック・オプション等関係)

当第２四半期会計期間(自平成21年６月１日　至平成21年８月31日)

    該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

当第２四半期会計期間(自平成21年８月31日　至平成21年８月31日) 

　　該当事項はありません。

　

(持分法損益等)

　当第２四半期累計期間(自平成21年３月１日　至平成21年８月31日)

    該当事項はありません。

　

        当第２四半期会計期間(自平成21年６月１日　至平成21年８月31日) 

          該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第２四半期会計期間末
(平成21年８月31日)

前事業年度末
(平成21年２月28日)

　 　

１株当たり純資産額 ６円58銭
　

　 　

１株当たり純資産額 13円25銭
　

　

２　１株当たり四半期純損失金額等

　
当第２四半期累計期間

(自平成21年３月１日　至平成21年８月30日)
当第２四半期会計期間

(自平成21年６月１日　至平成21年８月31日)

１株当たり四半期純損失金額 18円5銭

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利
益金額については、１株当たり四半期純損失
であり、また、潜在株式が存在しないため記載
しておりません。 　
　

１株当たり四半期純損失金額 12円45銭

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利
益金額については、１株当たり四半期純損失
であり、また、潜在株式が存在しないため記載
しておりません。 　

　

(注)　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
当第２四半期累計期間
(自　平成21年３月１日
  至　平成21年８月31日)

当第２四半期会計期間
(自　平成21年６月１日
至　平成21年８月31日)

四半期純損失(千円) 775,052 534,782

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る四半期純損失(千円) 775,052 534,782

普通株式の期中平均株式数(株) 42,946,943 42,969,973
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(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

(リース取引関係)

　

当第２四半期会計期間
(自　平成21年６月１日 至　平成21年８月31日)

　リース取引開始日が改正リース会計基準適用初年度開始前の所有権移
転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方
法に準じた会計処理を適用しており、当第２四半期会計期間末における
リース取引残高に前事業年度末に比べて著しい変動が認められます。
　リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイ
ナンス・リース取引
　(借主側)
　　　・著しく増加したリース取引に係る当第２四半期会計期間末
　　　における未経過リース料期末残高相当額
　　　　１年内　　　　　　　　　　　108,428千円
　　　　１年超　　　　　　　　　　1,012,942千円
　　　　合計　　　　　　　　　　　1,121,370千円
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２【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年10月13日

株式会社どん

取締役会　御中

　

有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　原　口　　　博　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　鎌　田　竜　彦　　印
　

　 　 　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社どんの平成21年３月１日から平成22年２月28日までの第40期事業年度の第２四半期会計期間(平成21年

６月１日から平成21年８月31日まで)及び第２四半期累計期間(平成21年３月１日から平成　21年８月31日ま

で)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計

算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は

独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社どんの平成21年８月31日現在の財政状態、同日

をもって終了する第２四半期会計期間及び第２四半期累計期間の経営成績並びに第２四半期累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められ

なかった。

　

追記情報

継続企業の前提に関する注記に記載されているとおり、会社は当第２四半期会計期間において重要な営業

損失、経常損失及び四半期純損失を計上している等の状況にあり、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせる

ような状況が存在しており、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる。なお、当該状

況に対する対応策及び重要な不確実性が認められる理由については当該注記に記載されている。四半期財務

諸表は継続企業を前提として作成されており、このような重要な不確実性の影響は四半期財務諸表に反映さ

れていない。

 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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